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領域の配置が(A)データ点中央，(C, D)照射・検出点の直下の場合は CSF層の厚さが 1 mmの方
が 3 mmの場合よりも計測感度が低下したが，活性領域が(B)データ点の直下の場合は CSF層の
厚さが 1mmの方が 3mmの場合よりも計測感度が大きくなった．  
 (3)活性領域配置(A)(B)(C)(D)のいずれの場合も血管の太さが増加するにつてΔOD の値は小さく
なった． 
 (4)血管と活性領域の距離 dが増加すると ΔODmaxは大きくなったが，d > 15 mmでは一定とな
った．つまり，太い血管が活性領域から 15 mm 以上離れないと活性領域のマッピング画像に血
管の影響が存在することが分かった． 
 
 
